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1. はじめに 

 Winter T-PARC 2009は THORPEXの一
環として、2009年 1月から 2月にかけて北
太平洋上で行われた航空機によるドロップ

ゾンデ観測キャンペーンである。北米の 5
日予報に対して感度のある領域を観測ター

ゲットとしており、北太平洋上で発達する低

気圧近傍での観測が実施された。しかしなが

ら、この観測が予測に与えた影響についての

研究はほとんど報告されていない。本研究で

は全球大気アンサンブル同化システムを用

いた観測システム実験と全球大気モデルに

よるアンサンブル予測実験を用いて、この観

測が北西太平洋域の低気圧予測に対する影

響を解析した。 
 
2. データと解析手法 

 本研究では海洋研究開発機構で開発・運用

している全球大気アンサンブル再解析

ALERA2（Enomoto et al. 2013）とその同
化システム ALEDAS2、全球大気予報モデル
AFES ver.3 （Kuwano-Yoshida et al. 2010）
を用いた。ALEDAS2 は 63 メンバーの
LETKFと解像度 T119L48の AFESを用い
た同化システムで、観測データとしてNCEP 
PREPBUFRを同化している。但し、衛星観
測放射輝度は同化していない。 

Winter T-PARC 2009 の観測データは
PREPBUFRに含まれているため、ALERA2
を標準実験、Winter T-PARC 2009の観測デ
ータを除いた同化実験を観測システム実験

（OSE）とする。OSEは 2009年 1月 12日
から 2月 24日の間、Winter T-PARC 2009
の全てのドロップゾンデ観測データを除い

た観測データを連続して同化した。また、こ

の期間の ALERA2 と OSE の各メンバー毎
日 12UTC を初期値として、同解像度の
AFESによる 10日間のアンサンブル予報実
験を行った。 
低気圧の発達指標には地表気圧の局所時

間変化率を用いた Local Deepening Rate
（Kuwano-Yoshida 2014）を利用した。こ
こでは 24時間の時間変化率 LDR24を使う。 

LDR24 = −𝑃𝑠𝑓𝑐(𝑡+12ℎ)−𝑃𝑠𝑓𝑐(𝑡−12ℎ)
24 |sin 60

°

sin 𝜃 |  (1) 

ここで、𝑃𝑠𝑓𝑐は地表気圧（hPa）、𝜃は緯度、
𝑡は時間である。本研究では LDR24≧1を急
発達として定義する。 
 本研究では、Winter T-PARC 2009期間中
唯一、爆弾低気圧となった 2009年 2月 1日
に日本付近で急発達した低気圧を解析対象

とした。アンサンブル予報全メンバーのうち

LDR24≧1 となったメンバーの割合で急発
達の確率予測を行った。 
 
3. 結果 

 解析対象の低気圧は 2009 年 2 月 1 日
00UTC に日本の東方沖で LDR24 が最大と
なった。図 1に ALERA2からのアンサンブ
ル予報実験による急発達確率予測を示す。7
日予報でも 50%以上の確率で急発達が予測
されており、5日予報では実際の急発達領域
のほとんどが 90%以上の確率となっている。
10 日予報でも急発達の確率は高く、実際、
TIGGE データベースの ECMWF、NCEP、
JMA のアンサンブル予報結果でも同様に高
い予測可能性を示した（図示せず）。一方、

OSE を初期値とした予測では、実際より北
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東側に急発達が高確率で予測された（図 2）。
この違いをもたらした要因を調べるため、ア

ンサンブル予報結果を用いた簡易感度解析

（Enomoto et al. 2006）を行った。図 3は
東経 140度から 180度、北緯 30度から 40
度の領域で ALERA2 予測と OSE 予測との
全エネルギー差を擾乱とした2009年1月22
日 12UTC初期値の予報に対する感度解析結
果である。初期時刻にヨーロッパ北西部に現

れたシグナルがユーラシアを経由して北西

太平洋の差を生み出している。しかし、

Winter T-PARC 2009 の観測は北太平洋上
のみなので、これより以前の観測がヨーロッ

パの偏差を生み出したと考えられる。そこで、

このヨーロッパのシグナルについても感度

解析を行った。対象領域は 2009 年 1 月 23
日 12UTC の西経 50 度から 0 度、北緯 30
度から 70度の領域である。2009年 1月 13
日 12UTC初期値の予報を用いた感度解析で
は北太平洋の下層低気圧の発達および対流

圏上層ジェットを通じてシグナルが伝搬し

ていた。 
 
4. まとめ 

 Winter T-PARC 2009 のドロップゾンデ
観測が低気圧予測に与える影響について、ア

ンサンブル同化システムを用いた OSE と
AGCM を用いたアンサンブル予測実験を行

い解析した。Winter T-PARC 2009の観測を
同化した ALERA2からの予測実験は現業機
関の予報同様、7 日から 10 日の予測可能性
を示した。一方、Winter T-PARC 2009の観
測を除いた OSE からの予報実験では、5 日
以上の予報全てで急発達位置が北東側にず

れるバイアスを示した。簡易感度解析の結果、

この予報結果の違いは北西太平洋での観測

が北半球を伝搬して低気圧の発達をもたら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1. ALERA2初期値の LDR24≧1の予報時

刻 2009年 2月 1日 00UTCにおける確率予

報（陰影）と LDR24のアンサンブル平均

（黒線）．紫線は予報時刻における

ALERA2の LDR24解析値．（上）5、（中）7、

（下）10日予報 
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す上層擾乱に影響した結果であることが示

唆された。 
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図 2．OSEからの確率予報．図 1と同様． 
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図 3．2009年 1月 22日 12UTCからのアン

サンブル予報を用いた 2009 年 2 月 1 日

12UTC の北西太平洋域（青枠）に対する

感度解析結果．（上）2009 年 1 月 22 日

18UTC，（中）27 日 12UTC，(下)2 月 1 日

06UTC． 

図 4．2009年 1月 13日 12UTCからのアン

サンブル予報を用いた 2009年 1月 23日

12UTC の北東大西洋域（青枠）に対する

感度解析結果．（上）2009 年 1 月 13 日

18UTC，（中）18日 12UTC，(下)23日 06UTC． 
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